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 　　　a 今日は宣伝に来たのではない。 
 　　　b ＊ 今日は宣伝には来なかった。 
 のように，来訪の目的について述べる場合にはbは不可となる可能性が高い。現に来訪している
のだがその目的についてのみ否定する場合には，aを用いざるを得ない。次の 
 （10）　a 今日はここに，謝罪に来たのではない。 





































































































 　　　a この作品は，1945年には完成しなかった。明けた1946年にようやく完成した。 
 　　　b ＊ この作品は，1945年には完成しなかった。1944年に完成してしまっていたからだ。 









































 （27）　a ＊ この写真は，パリで（は）撮らなかった。 
 　　　b この写真は，夜景モードでは撮らなかった。 
 　　　c この写真は，緑山スタジオでは撮らなかった。 
 　　　d？ この写真は，きれいに撮らなかった。 
































 　　　A これ，いい買い物をしたね。パリで買ったの？ 



















可能性は低く，以下では「？」ではなく「 ＊ 」を付してある。 
 （31） ＊ この時計はパリで買わなかった。 
 後述のように，「この時計」を買った場所が一か所であるならば（もちろんそうなのだが），それ
を肯定文で表現する際には「は」は用いられない。 
 （32）　a この時計はロンドンで買った。 

































 （36）　a この時計はロンドンで買った。 




 （37）　a  3つあったこの商品を，パリでは売らなかった。ロンドンでは売った。マドリッ
ドでも売った。最後の1つを，ローマで売った。 
























 　　　d ＊ ルーブル美術館には，パリでは行かなかった。 
 　　　e ＊ ルーブル美術館には，ロンドンでは行かなかった。 


































 　　　　　 A　お帰り。お前，現金使わないでちゃんとカードで買って来たろうな？ 
 　　　a　 B　え？……あっしまった！　この時計はカードで（は）買わなかった。 




















 　　　A　 この写真，パリで撮ったんだよね？ 
 　　　a　　B　あっしまった！　それは，パリで撮らなかった！　忘れてた！ 



































 （45）　a 今日は道具を持って来なかった。 
 　　　b 今日は道具を持参せずに来た。 


































 　　　a　  B　いや，松葉公園で落としたのではない。 
 　　　b　  B　いや，松葉公園では落としていなかった。 












 （49）　 A　この時計，いい時計ね。パリで売っていたの？ 
 　　　a ＊  B　いや，この時計はパリでは売っていなかった。ロンドンで売っていたんだ。 


















































 　　　a 今日は時間通りに（は）来ませんでした。自覚すべきことと思っています。 
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